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明
治
の
皇
室
と
服
制

刑

部

芳

則

は
じ
め
に

　

明
治
天
皇
と
美
子
皇
后
（
昭
憲
皇
太
后
）
は
、
は
じ
め
て
洋
服
を

着
た
天
皇
と
皇
后
で
あ
っ
た
。
先
代
の
孝
明
天
皇
が
安
政
期
に
幕
府

が
諸
外
国
と
結
ん
だ
通
商
条
約
の
破
棄
を
望
む
攘
夷
論
者
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
す
る
と
、
天
皇
と
皇
后
の
洋
装
化
は
「
服
制
の
明
治
維

新
」
と
い
え
る
。
天
皇
と
皇
后
を
中
心
と
す
る
皇
室
の
服
制
は
、
江

戸
時
代
ま
で
世
間
と
は
か
け
離
れ
た
「
殿
上
人
」
や
「
雲
上
人
」
な

ど
と
呼
ば
れ
た
宮
中
の
限
ら
れ
た
人
た
ち
が
着
る
服
装
を
指
す
も
の

と
思
わ
れ
が
ち
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
天
皇
や
皇
后
が
和
服
を
続
け
て
い
た
な
ら
、
い
つ
ま
で

も
洋
服
を
着
な
く
て
も
よ
い
こ
と
と
な
る
。
天
皇
に
仕
え
る
官
僚
や

軍
人
は
も
と
よ
り
、
一
般
人
に
も
広
く
洋
服
を
着
せ
る
に
は
、
皇
室

の
洋
装
化
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
天
皇
と
皇
后
の
洋
装
化
に
は
、
洋

服
を
着
る
こ
と
を
正
当
化
す
る
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。
天
皇
や

皇
后
の
洋
装
化
は
、
外
国
を
嫌
う
公
家
や
女
官
が
多
か
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
簡
単
で
は
な
か
っ
た
。
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
皇
室
の
洋

装
化
が
図
ら
れ
た
の
か
、
そ
の
事
実
を
確
認
す
る
こ
と
は
、
日
本
の

洋
装
化
を
考
え
る
上
で
重
要
な
作
業
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
筆
者
は
、
明
治
維
新
期
の
「
洋
服
・
散
髪
・
脱
刀
」
に

つ
い
て
、
政
府
内
で
薩
長
藩
閥
を
中
心
と
す
る
藩
士
出
身
の
官
僚
た

ち
が
主
導
権
を
握
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、

天
皇
が
出
席
す
る
公
式
儀
礼
の
場
で
用
い
ら
れ
る
最
高
の
礼
服
で
あ

る
大
礼
服
制
の
制
定
お
よ
び
展
開
過
程
に
つ
い
て
考
察
し
た（

（
（

。
ま
た

明
治
一
〇
年
代
後
半
の
女
性
の
洋
装
化
の
限
界
に
つ
い
て
も
明
ら
か

に
し
、
そ
こ
で
の
課
題
点
が
明
治
二
〇
年
代
後
半
以
降
の
衣
服
改
良

運
動
、
大
正
時
代
の
服
装
改
善
運
動
へ
と
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
検

討
し
た（

（
（

。
さ
ら
に
明
治
天
皇
の
服
装
に
つ
い
て
は
、
そ
の
服
制
の
変

遷
を
追
い
な
が
ら
国
民
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
見
せ
る
演
出
を
し
て

い
た
か
に
つ
い
て
論
じ
、
明
治
宮
殿
内
の
天
皇
お
よ
び
皇
后
を
は
じ
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め
、
宮
内
省
官
員
や
女
官
た
ち
の
服
装
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
し
た（

（
（

。

　

本
論
で
は
、
そ
う
し
た
研
究
成
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
明
治
天
皇

と
美
子
皇
后
の
洋
装
化
を
中
心
に
皇
室
の
服
制
に
つ
い
て
検
討
し
、

そ
れ
ら
が
宮
中
内
に
限
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
時
間
を
か
け
な
が

ら
全
国
の
男
女
の
洋
装
化
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
を
述
べ
る
。
ま
ず

大
礼
服
の
制
定
前
後
の
状
況
を
考
察
し
、
天
皇
よ
り
も
官
僚
た
ち
の

洋
装
化
が
先
行
し
て
い
た
こ
と
を
述
べ
る
。
そ
の
上
で
天
皇
の
洋
装

化
が
不
可
欠
と
な
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
皇
后
の
そ
れ
も
必
要
視
さ
れ

た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
最
後
に
、
皇
室
の
服
制
は
、
全
面
的
な

洋
装
化
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
論
じ
る
。

一
　
洋
式
大
礼
服
の
誕
生

　

日
本
人
が
幕
末
か
ら
洋
服
を
着
て
い
た
こ
と
は
も
と
よ
り
、
明
治

を
迎
え
て
す
ぐ
に
洋
服
や
散
髪
を
実
行
し
た
な
ど
と
い
う
印
象
を
抱

い
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
は
ま
っ
た
く
の
虚
像
で
あ
る
。
こ
の

虚
像
は
、
多
く
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
な
ど
で
は
実
像
と
し
て
実
写
化
さ

れ
る
た
め
、
今
で
も
誤
っ
た
認
識
を
持
つ
人
が
少
な
く
な
い
。
そ
の

背
景
に
は
、
家
政
学
の
服
飾
史
研
究
者
た
ち
が
そ
う
し
た
虚
像
を
実

像
の
よ
う
に
信
じ
、
疑
い
も
持
た
ず
単
純
に
服
装
の
変
化
だ
け
を
書

い
て
き
た
こ
と
が
大
き
い
だ
ろ
う（

（
（

。

　

政
府
官
僚
や
官
員
た
ち
が
洋
服
や
散
髪
を
実
行
す
る
よ
う
に
な
る

の
は
、
明
治
四
年
七
月
一
四
日
の
廃
藩
置
県
を
迎
え
て
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
以
前
は
、
海
外
渡
航
す
る
場
合
か
、
軍
事
調
練
や
戦
時
に
用
い

る
軍
服
に
限
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
を
維
新
政
府
が
服
制
と
し
て

規
定
し
た
の
が
、
明
治
三
年
一
一
月
五
日
の
「
非
常
並
旅
行
服
」
で

あ
る（

（
（

。「
非
常
」
と
は
非
常
時
に
官
員
た
ち
が
着
る
軍
服
に
相
当
す

る
服
、「
旅
行
」
と
は
海
外
渡
航
の
と
き
に
着
る
服
を
指
す
。
新
政

府
の
発
足
後
か
ら
政
府
に
提
出
さ
れ
た
服
制
に
関
す
る
意
見
書
や
、

政
府
内
で
検
討
が
重
ね
ら
れ
た
服
制
案
で
も
、
洋
服
は
軍
服
に
限
定

さ
れ
て
い
る（

（
（

。

　

幕
末
か
ら
開
港
地
で
は
洋
服
店
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
も
外
国
人

た
ち
の
も
の
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
居
留
地
や
唐
人
街
と
呼
ば
れ
る
場

所
に
構
え
て
い
た
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
外
国
人
居
留
地

の
近
所
に
あ
っ
た
築
地
の
大
隈
重
信
邸
は
、
明
治
三
年
頃
に
「
築
地

梁
山
泊
」
と
呼
ば
れ
た
。
そ
の
理
由
は
、
大
蔵
省
や
民
部
省
な
ど
で

時
代
を
先
取
り
し
て
政
策
を
進
め
よ
う
と
す
る
官
僚
た
ち
が
集
ま
っ

て
議
論
を
繰
り
返
し
た
か
ら
だ
。

　

し
か
し
、
そ
こ
に
集
ま
る
彼
ら
の
服
装
は
羽
織
袴
、
結
髪
に
帯
刀

で
あ
る（

（
（

。
羽
織
袴
・
結
髪
・
帯
刀
は
、
藩
士
た
ち
に
と
っ
て
平
民
た

ち
と
の
差
を
示
す
意
味
を
持
っ
て
い
た
。
だ
が
、
そ
れ
に
固
執
す
る

限
り
、
彼
ら
の
上
に
位
置
す
る
華
族
（
公
家
と
諸
侯
）
た
ち
と
の
身

分
差
を
な
く
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
宮
中
の
儀
礼
で
用
い
る
衣

冠
は
、
公
家
た
ち
の
身
分
を
示
す
装
束
で
あ
っ
た
。
藩
士
た
ち
は
衣

冠
を
着
る
の
に
苦
労
し
た
が
、
洋
服
を
着
る
の
も
楽
で
は
な
か
っ
た
。
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苦
渋
の
選
択
の
末
、
洋
服
・
散
髪
・
脱
刀
の
断
行
に
踏
み
切
る
。
洋

服
・
散
髪
・
脱
刀
は
、
外
見
か
ら
身
分
階
層
を
除
く
こ
と
が
で
き
た（

（
（

。

　

廃
藩
置
県
を
経
た
、
明
治
四
年
八
月
三
日
に
儀
礼
を
除
い
て
天
皇

へ
の
羽
織
袴
で
の
拝
謁
が
許
可
さ
れ
、
九
日
か
ら
官
僚
や
官
員
の
仕

事
着
と
し
て
洋
服
着
用
、
散
髪
や
脱
刀
を
任
意
と
し
た
。
官
庁
に
お

い
て
机
と
椅
子
の
使
用
、
官
民
と
も
に
靴
の
ま
ま
参
庁
す
る
こ
と
も

認
め
た（

（
（

。
こ
の
許
可
が
決
ま
っ
た
三
日
、
参
議
木
戸
孝
允
は
散
髪
を

実
行
し
て
い
る（

（（
（

。
こ
の
段
階
か
ら
官
僚
や
官
員
た
ち
の
洋
服
・
散

髪
・
脱
刀
が
は
じ
ま
る
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
改
革
は
廃
藩
置
県
後
に
政
府
の
中
枢
を
担
う
参
議
大
久

保
利
通
や
木
戸
孝
允
な
ど
少
数
の
人
物
が
決
め
た
こ
と
で
あ
り
、
事

前
に
知
ら
せ
ら
れ
て
い
な
い
者
た
ち
か
ら
の
反
動
が
予
想
さ
れ
た
。

そ
の
反
動
を
抑
え
る
た
め
、
明
治
四
年
九
月
四
日
に
は
在
京
の
華
族

た
ち
に
「
服
制
変
革
の
内
勅
」
が
出
さ
れ
た
。
華
族
に
示
し
た
の
は
、

洋
服
着
用
に
対
す
る
反
対
論
者
が
少
な
く
な
か
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。

朕
惟
フ
ニ
風
俗
ナ
ル
者
移
換
以
テ
時
ノ
宜
シ
キ
ニ
随
ヒ
国
体
ナ

ル
モ
ノ
不
抜
以
テ
其
勢
ヲ
制
ス
、
今
衣
冠
ノ
制
中
古
唐
制
ニ
模

倣
セ
シ
ヨ
リ
流
テ
軟
弱
ノ
風
ヲ
ナ
ス
、
朕
太
慨
之
、
夫
神
州
ノ

武
ヲ
以
テ
治
ム
ル
ヤ
固
リ
久
シ
、
天
子
親
ラ
之
カ
元
帥
ト
為
リ

衆
庶
以
テ
其
風
ヲ
仰
ク
、
神
武
創
業
、
神
功
征
韓
ノ
如
キ
決
テ

今
日
ノ
風
姿
ニ
ア
ラ
ス
、
豈
一
日
モ
軟
弱
以
テ
天
下
ニ
示
ス
可

ケ
ン
ヤ
、
朕
今
断
然
其
服
制
ヲ
更
メ
其
風
俗
ヲ
一
新
シ
、
祖
宗

以
来
尚
武
ノ
国
体
ヲ
立
ン
ト
欲
ス
、
汝
近
臣
其
レ
朕
カ
意
ヲ
体

セ
ヨ（

（（
（

。

　

平
安
時
代
か
ら
袖
が
大
き
く
膨
ら
ん
だ
衣
冠
を
用
い
て
き
た
が
、

こ
れ
は
軟
弱
な
も
の
で
あ
り
嘆
か
わ
し
い
。
我
国
は
武
を
も
っ
て
治

め
て
か
ら
長
い
時
間
が
た
っ
て
お
り
、
現
在
で
は
神
武
天
皇
や
神
功

皇
后
の
よ
う
な
元
帥
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
一
日
も
早
く
軟

弱
な
姿
を
示
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
服
制
を
改
革
し
て
祖
先
か

ら
の
尚
武
の
国
の
あ
り
方
を
立
て
た
い
と
思
う
。
こ
の
気
持
ち
を
理

解
し
て
欲
し
い
と
い
う
。

　

神
武
天
皇
や
神
功
皇
后
の
時
代
に
用
い
ら
れ
て
い
た
「
筒
袖
」

「
細
袴
」
に
戻
る
こ
と
を
説
明
し
、
ど
こ
に
も
洋
服
を
採
用
す
る
と

記
し
て
い
な
い
の
が
要
点
で
あ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
洋
服
に
反
対

す
る
者
た
ち
の
主
張
を
封
じ
よ
う
と
し
た
。
明
治
天
皇
の
「
服
制
変

革
の
内
勅
」
は
、
天
皇
が
洋
服
を
着
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
官
僚
や

官
員
た
ち
の
洋
服
・
散
髪
・
脱
刀
姿
を
正
当
化
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
内
勅
か
ら
一
年
後
の
明
治
五
年
一
一
月
一
二
日
に
文
官
大
礼

服
・
非
役
有
位
大
礼
服
・
小
礼
服
（
燕
尾
服
）
が
制
定
さ
れ
た
（
写

真
1
）。
同
日
付
で
衣
冠
、
翌
六
年
二
月
に
は
狩
衣
・
直
垂
・
浄
衣

が
祭
服
と
し
て
残
さ
れ
た
。
文
官
大
礼
服
は
勅
任
官
・
奏
任
官
・
判

任
官
と
で
装
飾
が
違
っ
た
。
勅
任
官
は
上
衣
前
面
に
桐
唐
草
紋
が
あ

る
が
、
奏
任
官
と
判
任
官
に
は
そ
れ
が
な
い
。
勅
任
官
の
桐
が
五
七
、

奏
任
官
と
判
任
官
の
桐
が
五
三
、
勅
任
官
と
奏
任
官
が
金
モ
ー
ル
、
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有
位
五
位
以
下
と
い
う
新
た
な
序
列
が
生
ま
れ
た
。
世
襲
門
閥
制
に

よ
る
身
分
制
度
か
ら
能
力
重
視
の
官
等
制
度
に
移
行
し
た
の
で
あ
る
。

廃
藩
置
県
後
に
位
階
を
基
準
に
し
た
衣
冠
な
ど
の
礼
服
が
否
定
さ
れ
、

官
等
に
も
と
づ
く
洋
式
礼
服
が
採
用
さ
れ
た
。
薩
長
藩
閥
を
中
心
と

す
る
官
僚
た
ち
に
と
っ
て
洋
装
化
は
不
可
欠
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

二
　
明
治
天
皇
の
洋
装
化

　

政
府
官
員
が
洋
服
を
着
て
も
、
天
皇
が
従
来
の
装
束
を
着
て
い
た

の
で
は
意
味
が
な
い
。
参
議
大
久
保
利
通
が
、
そ
の
よ
う
に
考
え
て

明
治
天
皇
の
洋
装
化
を
推
進
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難

く
な
い
。
実
際
、
大
久
保
は
宮
内
卿
に
就
任
し
、
天
皇
の
生
活
改
善

を
図
ろ
う
と
し
て
い
た
。
だ
が
、
大
久
保
は
自
身
の
人
事
問
題
で
宮

　写真 1-1�　文官（奏任官）大礼服　　　
（内海忠勝）

　写真 1-2�　非役有位（四位以上）大礼服
（毛利元徳）

判
任
官
が
銀
モ
ー
ル
で
あ
る
。
袖
に
は
官
等
を
示
す
「
等
級
標
条
」

と
い
う
線
を
つ
け
た
。

　

非
役
有
位
大
礼
服
は
四
位
以
上
が
勅
任
文
官
大
礼
服
の
唐
草
の
な

い
も
の
、
五
位
以
下
が
奏
任
文
官
大
礼
服
の
唐
草
が
な
い
も
の
と
し

た
。
大
礼
服
に
は
舟
形
の
正
帽
（
勅
任
官
は
白
毛
、
そ
れ
以
外
は
黒
毛
）

を
被
っ
た
。
装
飾
の
な
い
小
礼
服
（
燕
尾
服
）
に
は
シ
ル
ク
ハ
ッ
ト

を
用
い
た
。
さ
ら
に
明
治
六
年
二
月
二
〇
日
に
は
皇
族
大
礼
服
が
制

定
さ
れ
た
。
上
衣
前
面
に
菊
紋
を
金
モ
ー
ル
で
装
飾
し
た
も
の
だ
が
、

非
役
有
位
大
礼
服
と
見
間
違
え
ら
れ
る
た
め
、
明
治
九
年
一
〇
月
一

二
日
に
は
菊
唐
草
紋
様
に
改
正
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。

　

大
礼
服
制
に
よ
っ
て
宮
中
の
儀
礼
に
お
け
る
天
皇
と
の
距
離
は
、

皇
族
、
勅
任
官
、
奏
任
官
、
判
任
官
、
非
役
有
位
四
位
以
上
、
非
役
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内
卿
就
任
が
難
し
く
な
る
と
、
片
腕
的
存
在
で
あ
る
旧
薩
摩
藩
士
吉

井
友
実
に
託
す
。
明
治
四
年
七
月
四
日
、
吉
井
は
宮
内
大
丞
に
就
任

す
る
と
、
同
月
末
に
華
族
の
侍
従
や
当
番
大
丞
た
ち
を
罷
免
に
し
、

士
族
の
侍
従
を
登
用
し
て
い
る（

（（
（

。
宮
中
改
革
を
行
う
た
め
、
そ
の
障

害
と
な
る
華
族
を
排
除
し
た
の
で
あ
る
。

　

八
月
八
日
と
九
日
に
は
、
横
浜
で
天
皇
が
使
用
す
る
机
・
椅
子
・

ラ
ン
プ
・
西
洋
馬
具
な
ど
を
購
入
し
た（

（（
（

。
九
日
か
ら
官
僚
や
官
員
た

ち
の
洋
服
・
散
髪
・
脱
刀
を
許
可
し
、
官
庁
で
机
や
椅
子
を
使
用
す

る
こ
と
を
認
め
た
措
置
に
対
応
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
同
月
一

八
日
に
は
、
天
皇
は
馬
車
に
乗
っ
て
芝
の
延
遼
館
ま
で
行
き
西
洋
料

理
を
食
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
宮
中
で
肉
食
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
こ
と

に
よ
る
が
、
一
二
月
一
七
日
に
は
そ
れ
も
解
禁
と
な
っ
た（

（（
（

。

　

天
皇
の
洋
服
と
洋
食
は
並
行
し
て
段
階
的
に
進
め
ら
れ
た
の
で
あ

る（
（（
（

。
明
治
五
年
二
月
七
日
付
で
麝
香
間
祗
候
松
平
慶
永
が
中
御
門
経

之
に
宛
て
た
書
翰
で
は
、
衣
冠
姿
で
参
内
す
る
者
が
減
り
、
天
皇
も

洋
服
を
着
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る（

（（
（

。「
服
制
変
革
の
内
勅
」
を

出
し
た
天
皇
が
洋
服
姿
で
出
御
し
た
た
め
、
そ
の
姿
を
見
て
洋
服
に

袖
を
通
す
官
僚
た
ち
が
増
え
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

し
か
し
、
宮
中
で
天
皇
の
洋
服
姿
を
見
ら
れ
る
者
は
限
ら
れ
て
い

る
。
文
明
開
化
と
い
う
時
代
の
変
化
を
理
解
さ
せ
る
に
は
、
天
皇
の

洋
服
姿
を
多
く
の
人
た
ち
に
見
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
明

治
五
年
五
月
か
ら
七
月
に
西
国
巡
幸
（
大
阪
・
京
都
・
兵
庫
・
下
関
・

長
崎
・
熊
本
・
鹿
児
島
）
が
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
巡
幸
に
向
け
て
は
、
天
皇
が
着
る
御
正
服
が
仕
立
て
ら
れ
た
。

文
官
大
礼
服
と
同
じ
詰
襟
の
燕
尾
服
で
上
衣
左
右
に
菊
葉
紋
が
三
個
、

両
袖
に
菊
葉
紋
が
一
個
、
金
糸
で
刺
繍
さ
れ
て
い
る
。
洋
服
で
あ
り

な
が
ら
和
服
の
よ
う
に
平
面
的
に
見
え
る
の
は
、
菊
葉
紋
様
が
金

モ
ー
ル
で
は
な
く
、
刺
繍
方
法
も
金
糸
を
立
体
的
に
交
差
さ
せ
ず
、

一
方
向
に
並
列
的
に
縫
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

御
正
服
に
は
側
面
に
金
の
鳳
凰
が
装
飾
さ
れ
た
毛
の
な
い
舟
形
の

御
正
帽
を
被
っ
た
。
御
正
服
姿
の
天
皇
の
写
真
は
、
椅
子
に
座
っ
た

も
の
と
、
馬
に
跨
っ
た
も
の
の
二
種
類
が
確
認
で
き
る
が
、
ど
ち
ら

も
御
正
帽
を
被
っ
て
い
る
（
写
真
2
）。
な
ぜ
御
正
帽
を
被
っ
て
い
る

の
か
と
い
え
ば
、
天
皇
の
髪
型
は
依
然
と
し
て
公
家
特
有
の
結
髪
で

あ
っ
た
か
ら
だ
。
前
近
代
的
な
結
髪
と
近
代
的
な
洋
服
姿
は
、
文
明

開
化
を
正
し
く
理
解
し
て
い
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
こ
の
中
途
半

端
な
姿
を
隠
す
必
要
が
あ
っ
た
。
御
正
帽
の
内
側
の
中
央
に
は
、
髷

で
帽
子
を
固
定
す
る
た
め
の
楕
円
形
の
金
具
が
つ
い
て
い
る（

（（
（

。

　

さ
ら
に
天
皇
は
顔
に
化
粧
も
し
て
い
た
。
な
ぜ
散
髪
と
素
顔
は
実

践
で
き
な
か
っ
た
の
か
。
そ
の
理
由
は
宮
中
の
表
と
奥
の
違
い
に
あ

る
。
天
皇
が
洋
服
を
着
て
洋
食
を
食
べ
る
の
は
、
小
御
所
や
御
学
問

所
な
ど
が
置
か
れ
た
表
と
呼
ば
れ
る
空
間
で
あ
り
、
日
常
生
活
を
過

ご
す
奥
で
は
和
服
と
和
食
を
続
け
て
い
た
。
毎
朝
、
天
皇
の
化
粧
や

髪
は
女
官
が
担
当
し
た
。
改
革
に
抵
抗
す
る
女
官
の
元
凶
を
明
ら
か
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に
す
る
の
は
難
し
い
が
、
彼
女
た
ち
が
天
皇
の
生
活
習
慣
を
変
え
る

こ
と
の
障
害
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

そ
の
こ
と
に
気
づ
い
て
い
た
吉
井
友
実
は
、
明
治
四
年
八
月
一
日

に
女
官
を
罷
免
し
た
が
、
十
分
な
効
果
は
上
が
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ

で
翌
五
年
四
月
二
四
日
、
孝
明
天
皇
の
と
き
か
ら
仕
え
る
有
力
な
三

六
人
の
女
官
を
罷
免
し
た（

（（
（

。
宮
中
奥
の
改
革
も
段
階
を
踏
み
な
が
ら

行
っ
た
の
で
あ
る
。
改
革
に
対
す
る
反
動
を
極
力
抑
え
よ
う
と
し
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
二
度
に
わ
た
っ
て
女
官
を
罷
免
し
た
こ
と
に
よ

り
、
天
皇
が
御
正
服
を
着
て
西
国
巡
幸
に
行
く
こ
と
が
可
能
に
な
っ

た
。
だ
が
、
天
皇
の
化
粧
と
髪
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

髪
は
切
っ
て
し
ま
う
と
、
伸
び
る
の
に
時
間
が
か
か
る
。
表
で
洋
服
、

奥
で
和
服
と
着
替
え
る
よ
う
に
は
い
か
な
い
。

　

明
治
天
皇
が
髷
を
切
っ
て
散
髪
に
な
る
の
は
、
明
治
六
年
三
月
二

〇
日
頃
と
い
わ
れ
て
い
る
。
命
婦
樹
下
範
子
は
「
御
上
が
御
散
髪
に

お
な
り
遊
ば
し
ま
し
た
時
は
、
本
当
に
ビ
ッ
ク
リ
致
し
ま
し
た
、
朝

御
表
へ
御
出
ま
し
の
時
は
綺
麗
に
御
髪
を
結
う
て
ご
ざ
つ
た
の
に
、

入
御
に
な
り
ま
す
と
、
ス
ツ
カ
リ
御
散
髪
に
な
つ
て
し
ま
う
て
居
ら

れ
た
の
で
、
御
側
近
く
て
、
も
の
も
申
さ
れ
ま
せ
ぬ
か
ら
、
御
互
に

袖
を
引
い
た
り
、
目
く
ば
せ
し
た
り
し
て
、
驚
き
ま
し
た
、
中
に
は

涙
を
こ
ぼ
し
て
居
る
人
も
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
語
っ
て
い
る（

（（
（

。
表
に

出
た
と
き
は
結
髪
で
あ
っ
た
が
、
奥
に
戻
っ
て
き
た
と
き
に
は
散
髪

に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
ま
さ
に
突
然
の
出
来
事
で
あ
っ
た
。
な
か

に
は
涙
を
こ
ぼ
す
女
官
も
い
た
よ
う
だ
か
ら
、
彼
女
た
ち
か
ら
事
前

に
了
解
を
得
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
だ
ろ
う
。

　

で
は
な
ぜ
、
こ
の
段
階
で
急
に
天
皇
の
散
髪
を
断
行
し
た
の
か
。

そ
の
理
由
は
、
明
治
六
年
三
月
に
御
軍
服
正
服
の
雛
型
が
完
成
し
た

か
ら
で
あ
る
。
御
軍
服
正
服
と
略
服
は
、
七
月
か
ら
九
月
に
か
け
て

調
製
さ
れ
た
。
御
軍
服
正
服
は
金
の
飾
り
紐
と
菊
紋
金
ボ
タ
ン
の
肋

骨
服
で
、
襟
か
ら
裾
回
り
と
袖
に
は
金
モ
ー
ル
で
菊
唐
草
紋
の
刺
繍

が
な
さ
れ
、
肩
に
は
総
の
あ
る
エ
ポ
レ
ッ
ト
を
つ
け
る
。
白
ズ
ボ
ン

の
側
線
、
白
毛
の
つ
い
た
舟
形
正
帽
の
上
部
縁
に
も
金
モ
ー
ル
で
菊

唐
草
紋
が
刺
繍
さ
れ
て
い
る
。
被
服
構
成
か
ら
見
る
と
、
立
体
的
な

洋
裁
技
術
が
随
所
に
見
ら
れ
る（

（（
（

。

　

御
軍
服
正
服
に
天
皇
が
袖
を
通
す
と
、
九
月
に
は
内
田
九
一
に

写真 2　明治天皇の御正服
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よ
っ
て
御
真
影
が
撮
影
さ
れ
て
い
る
（
写
真
3
）。
椅
子
に
座
り
な
が

ら
、
正
剣
を
前
に
つ
い
て
い
る
。
御
正
帽
は
被
ら
ず
、
隣
の
机
の
上

に
置
い
て
あ
る
。
す
で
に
天
皇
は
散
髪
で
あ
り
、
化
粧
を
落
と
す
代

わ
り
に
髭
を
生
や
し
て
い
る
。
平
面
的
な
御
正
服
を
着
て
猫
背
に
座

る
姿
と
、
立
体
的
な
御
軍
服
正
服
を
着
て
胸
を
張
っ
て
座
る
姿
と
で

は
、
見
る
者
に
与
え
る
印
象
は
大
き
く
変
わ
る
。
後
者
は
前
者
で
は

不
十
分
で
あ
っ
た
文
明
開
化
に
加
え
、
天
皇
の
質
実
剛
健
と
い
う
印

象
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
御
軍
服
正
服
姿
の
御
真
影
は
学
校
、

軍
隊
、
県
庁
な
ど
に
下
賜
さ
れ
る
が
、
宮
中
で
天
皇
の
姿
を
見
る
こ

と
の
で
き
な
い
人
た
ち
に
洋
服
と
散
髪
の
必
要
性
を
伝
え
て
い
た
の

で
あ
る
。

　

明
治
政
府
は
太
陽
暦
を
採
用
し
、
明
治
五
年
一
二
月
三
日
を
明
治

六
年
一
月
一
日
と
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
太
陰
暦
で
は
九
月
二
二
日
に

行
わ
れ
て
い
た
天
皇
誕
生
日
で
あ
る
天
長
節
は
一
一
月
三
日
と
な
っ

た
。
明
治
六
年
一
一
月
三
日
の
天
長
節
か
ら
は
大
礼
服
の
着
用
が
義

務
づ
け
ら
れ
た
。
一
〇
月
末
ま
で
は
大
礼
服
を
準
備
し
て
い
な
い
者

に
配
慮
し
、
直
垂
の
代
用
を
認
め
て
い
た
が
、
特
別
な
理
由
を
除
い

て
直
垂
を
着
て
参
加
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
る（

（（
（

。
天
長
節
に
出
席

し
た
右
大
臣
岩
倉
具
視
な
ど
三
五
人
に
は
、
天
皇
と
皇
后
の
御
真
影

が
下
賜
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
太
陽
暦
を
採
用
し
て
は
じ
め
て
迎
え
る
天
長

節
は
、
参
加
者
に
対
し
て
江
戸
時
代
ま
で
の
日
本
特
有
の
儀
礼
で
は

な
く
、
西
洋
の
王
室
と
同
じ
よ
う
な
儀
礼
を
行
う
こ
と
を
伝
え
て
い

た
。
そ
の
場
に
参
加
す
る
に
は
洋
服
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。

三
　
美
子
皇
后
の
洋
装
化

　

明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
に
撮
影
さ
れ
た
御
真
影
で
明
治
天
皇
は

御
軍
服
正
服
姿
で
あ
っ
た
が
、
美
子
皇
后
は
御
小
袿
姿
で
あ
る
（
写

真
4
）。「
服
制
変
革
の
内
勅
」
は
政
府
の
官
僚
や
官
員
を
対
象
と
し

て
お
り
、
女
性
に
洋
服
を
着
せ
る
こ
と
は
想
定
し
て
い
な
い
。
明
治

四
年
八
月
に
許
可
さ
れ
た
散
髪
も
男
性
に
限
ら
れ
、
女
性
が
髪
を
短

く
散
髪
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
た
。
第
四
章
で
述
べ
る
が
、
洋
服
は

外
で
働
く
仕
事
着
と
い
う
観
念
が
あ
り
、
男
性
も
自
宅
で
は
和
服
で

過
ご
し
て
い
た
。
外
で
働
か
ず
家
庭
を
守
っ
て
い
た
女
性
た
ち
に
洋

服
は
必
要
な
い
と
思
わ
れ
た
。

写真 3　明治天皇の御軍服正服
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そ
う
し
た
価
値
観
に
加
え
、
日
本
全
体
に
洋
服
を
普
及
さ
せ
る
だ

け
の
供
給
力
が
な
か
っ
た
こ
と
が
大
き
い
。
当
時
の
紳
士
服
は
安
価

な
既
製
服
な
ど
は
な
く
、
高
価
な
注
文
服
に
限
ら
れ
た（

（（
（

。
地
域
の
有

力
者
で
資
産
が
な
け
れ
ば
、
無
理
し
て
必
要
も
な
い
洋
服
を
買
う
者

は
い
な
い
。
と
な
れ
ば
、
全
国
の
女
性
を
対
象
に
洋
服
を
普
及
さ
せ

る
な
ど
時
期
尚
早
と
判
断
さ
れ
て
も
お
か
し
く
な
か
っ
た
。

　

だ
が
、
い
つ
ま
で
も
女
性
が
和
服
で
は
不
都
合
だ
と
感
じ
る
よ
う

に
な
る
。
そ
の
契
機
を
作
っ
た
の
が
、
明
治
一
七
年
三
月
二
一
日
に

宮
内
卿
に
就
任
し
た
伊
藤
博
文
で
あ
っ
た
。
伊
藤
は
、
明
治
四
年
の

岩
倉
使
節
団
で
は
副
使
と
し
て
欧
米
諸
国
を
巡
回
し
、
同
一
五
年
に

は
憲
法
調
査
の
た
め
欧
州
を
訪
れ
て
い
る
。
異
国
の
地
で
洋
服
姿
の

女
性
は
数
多
く
見
て
い
た
が
、
近
代
的
な
憲
法
の
制
定
と
議
会
の
創

設
が
近
づ
い
て
く
る
と
、
日
本
で
も
女
性
の
洋
装
化
が
必
要
だ
と
感

じ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
美
子
皇
后
の
洋
服
を
ド
イ
ツ
に
注
文
し

た
こ
と
が
「
伊
藤
の
親
独
外
交
」
で
あ
っ
た
と
い
う
見
方
に
も
納
得

が
い
く（

（（
（

。
も
っ
と
も
、
伊
藤
が
望
ん
だ
女
性
の
洋
装
化
は
、
皇
后
、

女
性
皇
族
、
勅
任
官
や
奏
任
官
の
夫
人
、
官
公
立
の
女
性
教
師
な
ど
、

宮
中
や
明
治
一
六
年
一
〇
月
に
竣
工
し
た
鹿
鳴
館
に
招
待
さ
れ
る
女

性
に
限
定
し
て
い
た
。
そ
の
目
的
は
、
外
国
人
を
接
待
す
る
席
上
で

は
洋
装
が
相
応
し
い
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　

ド
イ
ツ
人
医
師
ト
ク
・
ベ
ル
ツ
が
洋
服
の
コ
ル
セ
ッ
ト
が
健
康
面

に
問
題
で
あ
る
と
指
摘
し
た
の
に
対
し
、
伊
藤
は
「
ベ
ル
ツ
さ
ん
、

あ
ん
た
は
高
等
政
治
の
要
求
す
る
と
こ
ろ
を
、
何
も
ご
存
じ
な
い
の

だ
。
も
ち
ろ
ん
、
あ
ん
た
の
い
っ
た
こ
と
は
、
す
べ
て
正
し
い
か
も

知
れ
な
い
。
だ
が
、
わ
が
国
の
婦
人
連
が
日
本
服
で
姿
を
見
せ
る
と
、

『
人
間
扱
い
』
に
は
さ
れ
な
い
で
、
ま
る
で
お
も
ち
ゃ
か
飾
り
人
形

の
よ
う
に
見
ら
れ
る
ん
で
ね
」
と
反
論
し
て
い
る（

（（
（

。

　

何
度
も
海
外
渡
航
し
た
伊
藤
が
洋
服
の
欠
点
を
知
ら
な
い
は
ず
が

な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
な
が
ら
女
性
に
洋
服
を

着
せ
よ
う
と
し
た
の
は
、「
高
等
政
治
の
要
求
」
に
応
え
る
た
め
で

あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
外
国
人
と
す
れ
違
う
こ
と
も
な
い
、
地
方

の
町
や
村
に
住
む
女
性
に
ま
で
洋
服
を
着
せ
よ
う
と
は
思
っ
て
い
な

か
っ
た
。
こ
こ
に
「
鹿
鳴
館
時
代
」
と
呼
ば
れ
る
短
期
間
に
お
け
る

写真 4　御小袿（美子皇后）
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女
性
の
洋
装
の
特
徴
が
あ
る（

（（
（

。

　

宮
内
卿
に
就
任
し
た
伊
藤
は
、
明
治
一
七
年
九
月
一
七
日
、
女
性

勅
任
官
と
勅
任
官
夫
人
に
は
「
西
洋
服
装
ノ
儀
ハ
其
時
々
達
ス
ヘ

シ
」
と
通
達
し
、
必
要
に
応
じ
洋
服
で
の
参
加
を
望
ん
だ（

（（
（

。
そ
の
一

方
で
一
一
月
一
五
日
、
女
性
奏
任
官
と
奏
任
官
夫
人
に
は
「
場
合
ニ

ヨ
リ
西
洋
服
装
相
用
ユ
ル
モ
妨
ケ
ナ
シ
」
と
通
達
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
こ

れ
は
勅
任
官
と
違
っ
て
経
済
的
に
余
裕
の
な
い
奏
任
官
に
配
慮
し
、

無
理
の
な
い
範
囲
で
洋
服
を
着
る
こ
と
を
求
め
た
と
い
え
る
。

　

さ
ら
に
こ
の
間
の
一
〇
月
二
五
日
に
有
爵
者
大
礼
服
、
一
〇
月
二

九
日
に
宮
内
省
侍
従
職
・
式
部
職
の
大
礼
服
を
制
定
し
た（

（（
（

。
有
爵
者

大
礼
服
は
肩
に
総
の
あ
る
エ
ポ
レ
ッ
ト
を
つ
け
た
詰
襟
燕
尾
服
で
、

襟
と
袖
の
色
（
公
爵
＝
紫
、
侯
爵
＝
緋
、
伯
爵
＝
桃
、
子
爵
＝
藍
、
男
爵

＝
萌
黄
）
で
爵
を
区
別
し
た
（
写
真
5
）。
宮
内
省
侍
従
職
・
式
部
職

の
大
礼
服
は
、
ガ
ウ
ン
型
で
襟
か
ら
裾
の
前
合
せ
の
縁
に
金
モ
ー
ル

の
菊
枝
紋
が
刺
繍
さ
れ
、
そ
の
数
で
勅
任
官
と
奏
任
官
と
を
区
別
し

た
。
襟
と
袖
が
深
黒
羅
紗
が
侍
従
職
、
緋
羅
紗
が
式
部
職
で
あ
っ
た

（
写
真
6
）。
こ
う
し
た
服
制
の
整
備
は
、
宮
中
と
府
中
と
を
区
別
す

る
意
味
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

明
治
一
八
年
一
二
月
に
は
太
政
官
制
か
ら
内
閣
制
へ
と
移
行
す
る

が
、
伊
藤
が
望
む
皇
后
の
洋
装
化
は
進
ま
な
か
っ
た
。
後
宮
を
管
轄

す
る
皇
后
宮
大
夫
香
川
敬
三
か
ら
進
言
を
受
け
た
皇
后
は
洋
装
に
前

向
き
で
あ
っ
た
が（

（（
（

、
天
皇
が
反
対
し
て
い
た
。
天
皇
が
反
対
し
た
の

に
は
、
皇
后
や
女
官
の
洋
装
に
難
色
を
示
す
侍
補
元
田
永
孚
の
進
講

を
受
け
て
い
た
こ
と
が
大
き
い（

（（
（

。
天
皇
が
最
終
的
に
洋
装
化
を
許
容

写真 5　有爵者大礼服（伊藤博文）

写真 6�　宮内省勅任官大礼服（香川敬三）
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し
た
の
は
、
伊
藤
が
考
え
る
洋
装
化
が
宮
中
や
鹿
鳴
館
に
招
待
す
る

女
性
に
限
定
し
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
れ
に
加
え
て
伊
藤
は
女
官
か
ら
協
力
を
得
る
た
め
、
彼
女
た
ち

の
俸
給
を
倍
増
す
る
な
ど
、
ご
機
嫌
を
取
る
こ
と
も
忘
れ
な
か
っ
た（

（（
（

。

伊
藤
の
妻
梅
子
も
洋
服
を
着
て
参
内
し
、
女
官
た
ち
に
そ
の
必
要
性

を
説
明
す
る
な
ど
、
洋
装
化
に
尽
力
し
た（

（（
（

。
宮
内
次
官
吉
井
友
実
は
、

か
つ
て
女
官
た
ち
の
存
在
に
よ
っ
て
天
皇
の
散
髪
に
手
を
焼
い
た
。

伊
藤
は
女
官
た
ち
を
罷
免
す
る
の
で
は
な
く
見
方
に
つ
け
た
の
で
あ

る
。

　

こ
う
し
た
伊
藤
夫
妻
の
運
動
の
結
果
、
明
治
一
九
年
六
月
二
三
日

に
天
皇
は
皇
后
の
洋
服
着
用
を
許
可
し
た
。
そ
し
て
「
自
今
ハ
場
合

ニ
ヨ
リ
皇
后
宮
ニ
於
テ
モ
西
洋
服
装
御
用
可
被
遊
ニ
付
、
皇
族
大
臣

以
下
各
夫
人
ハ
朝
儀
ヲ
始
メ
礼
式
相
当
ノ
西
洋
服
装
随
意
ニ
相
用
フ

ヘ
キ
」
と
通
達
さ
れ
た（

（（
（

。
皇
后
の
洋
服
着
用
は
も
と
よ
り
、
宮
中
の

儀
礼
に
女
性
皇
族
、
女
性
勅
任
官
と
勅
任
官
夫
人
、
女
性
奏
任
官
と

奏
任
官
夫
人
が
洋
服
で
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

皇
后
が
最
初
に
洋
服
を
着
た
の
は
、
明
治
一
九
年
七
月
二
八
日
で

あ
る
。
公
の
場
で
は
七
月
三
〇
日
の
華
族
女
学
校
、
八
月
三
日
の
青

山
御
所
へ
の
行
啓
で
洋
服
姿
を
見
せ
た
。
八
月
四
日
付
で
吉
井
友
実

は
伊
藤
博
文
に
宛
て
て
「
過
日
来
皇
后
陛
下
御
洋
服
被
為
召
至
極
天

意
に
被
為
叶
候
由
、
是
は
誠
に
意
外
也
、
恐
縮
也
」
と
伝
え
て
い
る（

（（
（

。

吉
井
は
、
天
皇
が
皇
后
の
洋
服
姿
に
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

驚
い
た
の
で
あ
る
。

　

伊
藤
博
文
は
、
皇
后
が
儀
礼
に
用
い
る
大
礼
服
な
ど
の
礼
服
調
製

に
つ
い
て
始
動
し
て
い
た
。
明
治
一
九
年
七
月
二
五
日
付
で
伊
藤
が

香
川
敬
三
に
宛
て
た
書
翰
で
は
、
外
務
次
官
青
木
周
蔵
と
相
談
し
、

平
常
服
だ
け
で
礼
服
類
が
な
い
の
は
体
裁
が
よ
く
な
い
た
め
、
一
二

万
か
ら
一
三
万
円
の
調
製
費
が
必
要
と
な
る
が
、
ド
イ
ツ
に
注
文
し

て
は
ど
う
か
と
述
べ
て
い
る（

（（
（

。
鹿
鳴
館
の
建
設
費
が
約
一
八
万
円
、

明
治
一
九
年
の
内
閣
総
理
大
臣
の
年
俸
が
九
六
〇
〇
円
で
あ
る
か
ら
、

皇
后
の
礼
服
費
が
破
格
な
こ
と
が
わ
か
る
。
伊
藤
は
、
七
月
二
七
日

付
の
書
翰
で
青
木
か
ら
礼
服
類
の
注
文
催
促
を
受
け
る
と（

（（
（

、
二
八
日

に
皇
太
后
宮
大
夫
杉
孫
七
郎
、
二
九
日
に
宮
内
書
記
官
兼
皇
后
宮
亮

三
宮
義
胤
に
そ
の
旨
を
伝
え
て
い
る（

（（
（

。

　

ド
イ
ツ
の
ベ
ル
リ
ン
で
調
製
さ
れ
た
皇
后
の
宝
飾
品
は
レ
オ
ン
ハ

ル
ト
・
フ
ィ
ー
ゲ
ル
、
大
礼
服
は
裁
縫
師
マ
ッ
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
が

担
当
し
た（

（（
（

。
明
治
二
〇
年
一
月
の
新
年
式
に
ド
イ
ツ
に
注
文
し
た
大

礼
服
が
到
着
す
る
か
心
配
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
香
川
敬
三
が
妻

志
保
子
に
宛
て
た
書
翰
で
は
「
当
年
一
月
朝
拝
ノ
節
、
皇
后
宮
欧
洲

大
礼
服
被
為
召
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
前
年
末
ま
で
に
は
無
事
に
届

い
た
よ
う
で
あ
る（

（（
（

。
明
治
二
〇
年
一
月
一
日
の
新
年
式
に
皇
后
は
は

じ
め
て
洋
式
大
礼
服
を
着
た（

（（
（

。

　

明
治
一
九
年
一
〇
月
か
ら
小
松
宮
彰
仁
と
頼
子
妃
と
と
も
に
洋
行

中
の
三
宮
義
胤
は
、
伊
藤
宛
て
の
書
翰
で
「
本
年
朝
拝
式
に
は
皇
后
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宮
西
洋
風
大
礼
服
御
着
用
被
為
在
、
式
上
嘸
々
御
盛
美
の
御
事
と
恐

察
仕
候
。
何
分
服
装
之
点
に
於
て
は
開
国
以
来
之
御
更
革
、
内
外
人

の
耳
目
を
驚
か
す
る
の
一
大
盛
事
、
本
邦
駐
箚
の
公
使
夫
人
等
速
成

の
御
手
際
に
は
一
段
驚
愕
仕
候
な
ら
ん
と
奉
存
候
」
な
ど
と
述
べ
て

い
る（

（（
（

。
皇
后
の
洋
服
姿
は
我
国
は
じ
ま
っ
て
以
来
の
変
革
で
あ
り
、

内
外
人
を
驚
か
す
こ
と
に
違
い
な
い
と
賛
辞
を
送
っ
た
。

　

た
だ
し
、
皇
后
の
洋
服
姿
を
絶
賛
す
る
者
ば
か
り
で
は
な
い
た
め
、

女
性
が
洋
服
を
着
る
こ
と
を
広
く
理
解
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
（
写
真

7
）。
そ
こ
で
天
皇
が
洋
服
を
着
る
と
き
に
出
さ
れ
た
「
服
制
変
革

の
内
勅
」
と
同
じ
よ
う
な
「
婦
女
服
制
の
こ
と
に
付
て
皇
后
陛
下
思

食
書
」
が
作
ら
れ
た
。

女
子
の
服
は
、
そ
の
か
み
、
既
に
衣
裳
の
制
な
り
、
孝
徳
天
皇

の
朝
、
大
化
の
改
新
、
発
し
て
よ
り
持
統
天
皇
の
朝
に
は
朝
服

の
制
あ
り
、
元
正
天
皇
の
朝
に
は
、
左
衽
の
禁
あ
り
、
聖
武
天

皇
の
朝
に
至
り
て
は
殊
に
天
下
の
婦
女
に
令
し
て
新
様
の
服
を

着
せ
し
め
ら
れ
き
、
当
時
固
よ
り
衣
と
裳
と
な
り
し
か
ば
、
裳

を
重
ね
る
輩
も
あ
り
て
、
重
裳
の
禁
は
発
し
き
、
さ
れ
ば
女
子

は
中
世
迄
も
都
鄙
一
般
に
紅
袴
を
穿
き
た
り
し
に
、
南
北
朝
よ

り
こ
の
か
た
干
戈
の
世
と
な
り
て
は
、
衣
を
得
れ
ハ
便
ち
着
て
、

ま
た
裳
な
き
を
顧
る
こ
と
能
は
ず
、
因
襲
の
久
し
き
終
に
禍
乱

治
ま
り
て
も
裳
を
用
ひ
ず
、
纔
か
に
上
い
を
長
う
し
て
両
脚
を

蔽
は
せ
た
り
し
が
、
近
く
延
宝
よ
り
こ
な
た
中
結
ひ
の
帯
、
漸

く
其
幅
を
広
め
て
全
く
今
日
の
服
飾
を
ば
馴
致
せ
り
、
然
れ
と

も
衣
あ
り
て
裳
な
き
は
不
具
な
り
、
固
よ
り
旧
制
に
依
ら
ざ
る

可
ら
す
し
て
、
文
運
の
進
め
る
昔
日
の
類
ひ
に
あ
ら
ね
ば
特
り

坐
礼
の
み
は
用
ふ
る
こ
と
能
は
ず
し
て
、
難
波
の
朝
の
立
礼
は

勢
ひ
必
ず
興
さ
ゞ
る
を
得
ざ
る
な
り
、
さ
る
に
今
西
洋
の
衣
服

を
見
る
に
、
衣
と
裳
を
具
ふ
る
こ
と
本
朝
の
旧
制
の
如
く
に
し

て
、
偏
へ
に
立
礼
に
適
す
る
の
み
な
ら
ず
、
身
体
の
動
作
、
行

歩
の
運
転
に
も
便
利
な
れ
ば
、
其
裁
縫
に
倣
は
ん
こ
と
、
当
然

の
理
り
な
る
べ
し
、
然
れ
ど
も
其
改
良
に
就
て
殊
に
注
意
す
べ

き
は
勉
め
て
我
が
国
産
を
用
ひ
ん
の
一
事
な
り
、
若
し
能
く
国

産
を
用
ひ
得
ば
傍
ら
製
造
の
改
良
を
も
誘
ひ
、
美
術
の
進
歩
を

も
導
き
兼
て
商
工
に
も
益
を
与
ふ
る
こ
と
多
か
る
べ
く
、
さ
て

写真 7　女性の大礼服（美子皇后）
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は
此
挙
却
て
種
々
の
媒
介
と
な
り
て
、
特
り
衣
服
の
上
に
は
止

ら
ざ
る
べ
し
、
凡
そ
物
旧
を
改
め
新
に
移
る
に
無
益
の
費
を
避

け
ん
と
す
る
は
最
も
至
難
の
業
な
り
と
雖
と
も
、
人
々
互
に
其

分
に
応
じ
、
質
素
を
守
り
て
奢
美
に
流
れ
ざ
る
や
う
、
能
く
注

意
せ
ば
遂
に
其
目
的
を
達
す
べ
し
、
爰
に
女
服
の
改
良
を
い
ふ

に
当
り
て
聊
か
所
思
を
述
べ
て
前
途
の
望
み
を
告
ぐ（

（（
（

。

　

律
令
国
家
の
時
代
よ
り
も
前
か
ら
女
性
の
服
装
は
衣
と
裳
に
分
か

れ
て
い
た
が
、
南
北
朝
の
動
乱
期
を
迎
え
る
と
衣
だ
け
を
着
て
裳
を

用
い
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
。
延
宝
期
（
一
六
七
三
～
八
一
）
以
降
は

帯
の
幅
が
広
く
な
り
現
在
に
至
る
が
、
裳
が
な
い
の
は
不
便
で
あ
る
。

衣
と
裳
は
外
国
の
衣
服
と
同
じ
で
あ
り
、
立
礼
に
適
し
て
い
る
だ
け

で
な
く
、
動
作
や
歩
行
に
も
便
利
だ
と
い
う
。
洋
服
を
取
り
入
れ
る

の
で
は
な
く
、
古
代
に
戻
る
と
い
う
論
理
は
「
服
制
変
革
の
内
勅
」

と
一
致
す
る
。
女
性
の
洋
服
は
男
性
の
も
の
よ
り
高
額
な
た
め
、
な

る
べ
く
国
産
品
を
奨
励
し
、
華
美
を
戒
め
、
質
素
を
心
掛
け
る
こ
と

も
忘
れ
な
か
っ
た
。

　

こ
の
「
思
食
書
」
は
印
刷
物
が
勅
任
官
た
ち
に
配
布
さ
れ
た
だ
け

で
な
く
、
新
聞
・
雑
誌
・
書
籍
に
掲
載
さ
れ
た（

（（
（

。
し
た
が
っ
て
、
こ

の
段
階
で
洋
服
を
着
る
対
象
は
、
宮
中
や
鹿
鳴
館
に
出
席
す
る
女
性

に
限
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
以
外
の
女
性
の
洋
装
化
に
も
影
響
を
与
え

る
こ
と
と
な
る
。
明
治
一
七
年
に
女
性
勅
奏
任
官
と
勅
奏
任
官
夫
人

に
洋
服
着
用
を
求
め
る
通
達
が
出
さ
れ
る
と
、
そ
の
対
象
外
で
あ
る

女
子
師
範
学
校
な
ど
で
女
生
徒
た
ち
に
洋
服
着
用
を
奨
励
す
る
と
こ

ろ
も
あ
っ
た
が
、「
思
食
書
」
は
そ
う
し
た
動
き
を
後
押
し
し
た
。

そ
し
て
教
育
者
や
医
学
者
な
ど
有
識
者
の
間
で
洋
服
の
弊
害
点
が
指

摘
さ
れ
、
そ
れ
を
い
か
に
克
服
す
る
か
と
い
う
衣
服
改
良
運
動
が
始

動
す
る
こ
と
と
な
る
。

四
　
公
的
な
洋
服
と
私
的
な
和
服

　

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
一
一
月
一
二
日
に
洋
式
の
大
礼
服
制
が

制
定
さ
れ
る
と
、
同
日
付
で
衣
冠
を
祭
服
と
し
た
。
翌
六
年
二
月
に

は
狩
衣
・
直
垂
・
浄
衣
も
祭
服
と
し
て
定
め
て
い
る
。
薩
長
藩
閥
を

中
心
と
す
る
藩
士
出
身
の
士
族
た
ち
に
と
っ
て
、
天
皇
と
の
距
離
を

測
る
衣
冠
は
不
都
合
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
現
実
的
な
政
治
権
力

と
は
結
び
つ
か
な
い
祭
祀
奉
仕
の
場
で
用
い
る
服
装
と
し
た
の
で
あ

る
。
宮
中
祭
祀
を
行
う
掌
典
長
や
掌
典
は
祭
服
を
着
用
し
、
女
官
た

ち
も
白
袷
に
袴
や
袿
袴
な
ど
を
着
た
。

　

皇
室
に
と
っ
て
重
要
な
天
皇
の
代
替
わ
り
の
儀
礼
で
も
旧
礼
服
は

残
さ
れ
た
。
明
治
二
二
年
二
月
制
定
の
皇
室
典
範
の
第
一
一
条
で
は
、

京
都
を
即
位
式
お
よ
び
大
嘗
祭
の
地
と
定
め
た
。
即
位
式
で
天
皇
は

賢
所
に
拝
礼
し
て
御
告
文
を
奏
上
す
る
と
き
に
白
い
帛
の
御
袍
（
束

帯
）
を
着
用
し
、
紫
宸
殿
の
高
御
座
に
登
る
と
き
に
は
黄
櫨
染
の
束

帯
に
着
替
え
る
。
賢
所
の
儀
に
皇
后
は
白
い
帛
の
十
二
単
、
御
帳
台

に
登
る
際
に
は
十
二
単
に
着
替
え
る
と
決
ま
っ
て
い
た（

（（
（

。
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祭
服
の
着
用
は
、
祭
祀
奉
仕
者
に
限
ら
れ
た
。
政
府
が
定
め
る
祭

日
の
儀
礼
で
参
拝
す
る
者
や
参
列
者
は
、
文
官
は
大
礼
服
、
武
官
は

軍
服
を
着
用
し
た
。
儀
礼
の
場
に
お
け
る
祭
祀
奉
仕
者
と
参
拝
者
の

違
い
を
明
確
に
し
た
の
で
あ
る
。
明
治
八
年
一
二
月
二
〇
日
に
は
祭

典
礼
式
が
定
め
ら
れ
、
殿
上
の
儀
礼
で
は
祭
服
に
座
礼
、
庭
上
の
儀

礼
は
大
礼
服
に
立
礼
と
、
空
間
の
違
い
に
よ
っ
て
方
法
が
分
け
ら
れ

て
い
る
。
庭
上
の
儀
礼
で
も
祭
祀
奉
仕
者
は
祭
服
の
着
用
が
義
務
づ

け
ら
れ
た（

（（
（

。

　

皇
室
の
服
制
か
ら
完
全
に
和
服
を
排
除
し
な
か
っ
た
の
は
、
洋
服

に
対
す
る
抵
抗
を
和
ら
げ
る
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

従
来
か
ら
祭
服
の
装
束
と
し
て
衣
冠
や
狩
衣
を
着
て
い
た
神
職
た
ち

の
存
在
も
無
視
で
き
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
宮
中
の
祭
祀
奉
仕
を
行
う

役
職
に
つ
け
ば
、
常
に
仕
事
着
と
し
て
祭
服
を
着
る
こ
と
が
で
き
、

国
家
の
祝
祭
日
に
も
祭
服
で
参
加
で
き
た
。「
服
制
変
革
の
内
勅
」

に
不
満
を
持
つ
者
に
と
っ
て
、
祭
祀
奉
仕
者
は
夢
の
仕
事
で
あ
っ
た

と
い
っ
て
よ
い
。

　

天
皇
や
皇
后
の
日
常
生
活
に
お
い
て
も
和
服
は
消
え
な
か
っ
た
。

明
治
天
皇
は
毎
朝
起
床
す
る
と
白
羽
二
重
か
ら
和
服
に
着
替
え
て
侍

医
の
診
察
を
受
け
る
。
そ
の
後
、
朝
食
を
食
べ
終
わ
る
と
、
フ
ロ
ッ

ク
コ
ー
ト
に
着
替
え
て
午
前
一
〇
時
か
ら
一
〇
時
半
頃
に
御
学
問
所

へ
と
出
御
す
る
。
こ
こ
で
上
奏
文
書
に
目
を
通
し
た
り
、
大
臣
ら
の

拝
謁
を
受
け
た
り
し
た
。
正
午
か
ら
午
後
一
時
の
間
に
は
昼
食
の
た

め
奥
に
入
御
す
る
が
、
午
後
二
時
か
ら
三
時
の
間
に
は
再
び
表
に
出

御
し
て
政
務
を
行
う
。
夜
七
時
半
頃
に
は
奥
に
戻
り
夕
食
を
食
べ
る（

（（
（

。

　

昼
は
一
時
的
に
戻
る
た
め
フ
ロ
ッ
ク
コ
ー
ト
の
ま
ま
で
あ
っ
た
が
、

夜
に
な
っ
て
か
ら
奥
で
は
和
服
で
過
ご
す
こ
と
が
多
か
っ
た
。
明
治

天
皇
は
袴
や
白
足
袋
を
用
い
る
こ
と
は
な
く
、
基
本
的
に
白
羽
二
重

の
着
物
に
羽
織
姿
で
あ
っ
た
。
地
方
の
特
産
物
の
着
物
生
地
が
献
上

さ
れ
る
と
、
そ
れ
で
女
官
が
縫
製
し
た
縞
や
絣
の
着
物
に
袖
を
通
す

こ
と
も
あ
っ
た
が
、
そ
う
し
た
姿
は
侍
従
た
ち
に
も
見
せ
な
か
っ
た（

（（
（

。

天
皇
は
、
御
軍
服
正
服
姿
の
御
真
影
が
示
さ
れ
る
と
、
そ
の
印
象
と

は
異
な
る
和
服
姿
を
人
前
で
見
せ
る
こ
と
は
好
ま
し
く
な
い
と
判
断

し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

複
数
の
侍
従
た
ち
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
明
治
二
七
年
・
二
八
年
の

日
清
戦
争
か
ら
天
皇
は
陸
軍
の
冬
服
で
あ
る
黒
色
の
肋
骨
服
を
常
に

着
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う（

（（
（

。
そ
れ
ま
で
は
通
常
政
務
の
フ
ロ
ッ
ク

コ
ー
ト
と
、
軍
務
に
お
け
る
肋
骨
服
と
を
使
い
分
け
て
い
た
。
大
規

模
な
対
外
戦
争
を
経
験
し
、
広
く
国
民
に
質
実
剛
健
の
姿
を
示
そ
う

と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
（
写
真
8
）。
表
御
座
所
に
出
御
す
る
と
き
は
、

肋
骨
服
に
大
勲
位
菊
花
大
綬
章
の
副
章
、
勲
八
等
白
色
桐
葉
章
、
大

日
本
帝
国
憲
法
発
布
記
念
章
を
佩
用
し
た（

（（
（

。

　

美
子
皇
后
や
女
官
た
ち
が
明
治
一
九
年
七
月
か
ら
洋
服
を
着
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
は
前
述
し
た
。
し
か
し
、
洋
服
に
袖
を
通
す
の
は
、

皇
后
が
宮
中
の
儀
礼
に
出
席
す
る
と
き
か
、
行
啓
す
る
と
き
に
限
ら
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れ
た
。
女
官
た
ち
も
そ
の
よ
う
な
場
に
皇
后
の
お
供
と
し
て
同
行
し

な
い
限
り
洋
服
を
着
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
皇
后
は
奥
で
は
白
羽
二

重
の
着
物
に
袴
を
穿
い
た
。
女
官
た
ち
も
袿
と
呼
ば
れ
る
単
衣
に
袴

を
用
い
て
い
る（

（（
（

。

　

天
皇
や
皇
后
が
人
に
は
見
せ
な
い
宮
中
の
奥
で
和
服
を
着
て
い
た

の
は
、
両
者
が
洋
服
よ
り
も
和
服
の
ほ
う
が
楽
に
過
ご
せ
る
か
ら
だ
。

明
治
一
八
年
二
月
一
〇
日
、
奏
任
官
以
上
が
出
仕
す
る
場
合
に
洋
服

着
用
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
病
気
を
理
由
に
羽
織
袴
を
用
い
る
場
合
は

掛
長
か
ら
許
可
を
得
る
こ
と
と
し
た
。
翌
一
九
年
五
月
七
日
に
は

「
高
等
官
及
判
任
官
登
衛
ノ
節
ハ
必
ス
洋
服
着
用
ス
ヘ
シ
」
と
訓
令

さ
れ
、
判
任
官
も
出
勤
に
際
し
て
は
洋
服
を
着
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
っ
た（

（（
（

。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
宮
内
省
で
勤
務
す
る
奏
任
官
や
判
任
官
た
ち
も
洋

服
で
通
勤
す
る
よ
う
に
な
る
が
、
彼
ら
は
自
宅
に
戻
る
と
和
服
に
着

替
え
た
。
明
治
二
〇
年
三
月
一
二
日
付
で
陸
軍
少
将
永
山
武
四
郎
が

農
商
務
次
官
吉
田
清
成
に
宛
て
た
書
翰
で
は
、「
小
官
義
近
日
便
船

次
第
に
外
国
行
仕
候
に
付
、
其
前
一
夕
御
緩
話
相
願
度
、
来
十
六
日

午
後
五
時
紅
葉
館
へ
御
賁
臨
被
成
下
度
」、「
但
、
御
着
服
は
和
洋
御

随
意
に
願
上
候
也
」
と
書
い
て
い
る（

（（
（

。
純
和
風
建
築
の
紅
葉
館
は
政

治
家
や
財
界
人
た
ち
が
会
合
場
と
し
て
利
用
し
た
。
そ
こ
で
洋
行
前

に
夕
食
を
一
緒
に
し
よ
う
と
誘
っ
て
い
る
。
個
人
的
に
懇
話
す
る
た

め
、
和
服
で
も
洋
服
で
も
よ
い
と
い
う
。
そ
の
よ
う
に
書
か
な
け
れ

ば
、
官
僚
や
政
治
家
の
間
で
は
仕
事
着
で
あ
る
フ
ロ
ッ
ク
コ
ー
ト
な

ど
の
洋
服
で
対
面
す
る
の
が
当
然
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
「
服
制
変
革
の
内
勅
」
と
「
婦
女
服
制
の
こ
と
に
付
て
皇
后
陛
下

思
食
書
」
は
、
政
治
お
よ
び
外
交
的
な
要
素
に
配
慮
し
、
政
府
官
僚

や
夫
人
が
参
加
す
る
場
所
を
想
定
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ

て
、
そ
の
よ
う
な
場
に
出
る
仕
事
着
と
し
て
洋
服
を
着
る
の
で
あ
り
、

そ
れ
以
外
の
私
的
な
場
で
は
和
服
で
よ
か
っ
た
。「
内
勅
」
と
「
思

食
書
」
に
も
と
づ
く
天
皇
と
皇
后
の
服
装
の
使
い
分
け
は
、
公
的
な

洋
服
と
私
的
な
和
服
の
違
い
を
示
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

明
治
政
府
の
要
職
を
担
う
こ
と
と
な
る
旧
藩
士
た
ち
は
、
洋
服
や

写真 8　明治 19年制の御軍服略服
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散
髪
を
最
初
か
ら
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
。
だ
が
、
旧
藩
主
や
公
家

た
ち
が
政
治
運
営
上
の
障
害
と
な
る
と
、
旧
藩
士
た
ち
が
主
導
権
を

握
る
た
め
、
外
見
か
ら
身
分
を
な
く
す
服
制
改
革
が
余
儀
な
く
さ
れ

た
。
明
治
四
年
七
月
に
廃
藩
置
県
が
断
行
さ
れ
、
旧
藩
士
た
ち
が
政

府
要
職
を
占
め
る
と
、
洋
服
・
散
髪
・
脱
刀
を
自
由
に
行
え
る
よ
う

に
な
る
。
そ
し
て
政
府
の
勅
任
官
・
奏
任
官
・
判
任
官
と
い
う
官
等

に
応
じ
た
洋
式
大
礼
服
を
制
定
し
、
従
来
の
身
分
制
に
起
因
す
る
礼

服
の
機
能
を
な
く
し
た
。

　

こ
の
服
制
改
革
を
内
外
に
示
す
こ
と
は
も
と
よ
り
、
正
当
化
す
る

た
め
に
は
天
皇
の
洋
装
化
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
廃
藩

置
県
後
か
ら
宮
中
改
革
が
行
わ
れ
、
明
治
四
年
八
月
に
は
「
服
制
変

革
の
内
勅
」
が
出
さ
れ
た
。
だ
が
、
天
皇
の
装
い
を
変
え
る
こ
と
に

批
判
的
な
女
官
な
ど
の
存
在
が
大
き
く
、
臣
下
の
洋
装
化
よ
り
も
遅

れ
た
。
明
治
五
年
の
御
正
服
、
散
髪
、
明
治
六
年
の
御
軍
服
正
服
、

御
真
影
の
撮
影
と
、
外
国
の
国
家
元
首
と
同
じ
よ
う
な
天
皇
像
に
変

え
る
の
に
は
、
段
階
を
踏
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
「
服
制
変
革
の
内
勅
」
は
、
天
皇
と
臣
下
の
距
離
を
再
編
す
る
政

治
的
な
目
的
か
ら
用
意
さ
れ
た
た
め
、
女
性
の
洋
装
化
を
対
象
に
し

て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
皇
后
の
洋
装
化
は
一
〇
年
以
上
も
遅
れ

た
。
明
治
一
〇
年
代
後
半
に
皇
后
の
洋
装
化
が
必
要
視
さ
れ
た
の
は
、

伊
藤
博
文
が
い
う
「
高
等
政
治
の
要
求
」
に
応
え
る
た
め
で
あ
っ
た
。

近
代
的
な
憲
法
の
制
定
、
議
会
の
創
設
を
前
に
し
、
外
国
の
官
僚
や

軍
人
た
ち
が
夫
婦
同
伴
で
公
式
儀
礼
に
参
加
し
て
い
る
の
と
同
じ
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
皇
后
を
含
め
女
性
が
洋
服
を
着
る
こ
と
を
正
当
化
す
る

「
婦
女
服
制
の
こ
と
に
付
て
皇
后
陛
下
思
食
書
」
が
出
さ
れ
る
が
、

こ
の
対
象
が
女
性
皇
族
、
女
性
華
族
、
女
性
勅
奏
任
官
や
勅
奏
任
官

夫
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
紳
士
服
よ
り
も
高

額
な
女
性
の
洋
服
を
一
般
庶
民
に
ま
で
普
及
さ
せ
る
の
は
困
難
で

あ
っ
た
。
女
性
皇
族
、
女
性
華
族
、
女
性
勅
奏
任
官
や
勅
奏
任
官
夫

人
に
対
し
て
も
国
産
品
を
奨
励
し
、
華
美
に
な
る
こ
と
を
抑
止
し
て

い
る
。

　

皇
室
の
服
制
改
革
は
全
面
的
に
洋
服
を
採
用
し
た
わ
け
で
は
な
く
、

従
来
の
衣
冠
や
狩
衣
な
ど
を
祭
服
と
し
て
残
し
た
。
天
皇
と
皇
后
も

公
務
を
行
う
た
め
表
に
出
る
と
き
に
は
洋
服
に
袖
を
通
し
た
が
、
私

的
な
空
間
で
あ
る
奥
に
戻
る
と
和
服
に
着
替
え
た
。
こ
れ
は
官
僚
た

ち
の
仕
事
着
で
あ
る
洋
服
と
、
私
的
な
部
屋
着
で
あ
る
和
服
と
の
違

い
と
重
な
る
。

　

明
治
一
九
年
に
は
政
府
官
員
の
仕
事
着
と
し
て
洋
服
が
義
務
づ
け

ら
れ
、「
服
制
変
革
の
内
勅
」
の
主
旨
が
完
全
に
実
現
し
た
。
同
年

に
は
皇
后
の
洋
装
化
も
実
現
し
、
翌
年
に
は
「
婦
女
服
制
の
こ
と
に

付
て
皇
后
陛
下
思
食
書
」
に
よ
っ
て
女
性
の
洋
服
着
用
が
正
当
化
さ

れ
た
。
こ
れ
ら
が
太
政
官
制
か
ら
内
閣
制
へ
移
行
し
、
憲
法
の
制
定

と
議
会
の
開
設
を
控
え
た
時
期
と
重
な
っ
て
い
る
の
は
偶
然
で
は
な
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い
。「
高
等
政
治
の
要
求
」
に
応
え
る
男
女
の
洋
服
着
用
は
、
立
憲

制
が
整
備
さ
れ
る
上
で
不
可
欠
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
こ
を
出
発
点
と
す
る
女
性
の
洋
服
は
す
ぐ
に
は
全
国
に
普
及
し

な
か
っ
た
が
、
明
治
二
〇
年
代
か
ら
衣
服
改
良
運
動
が
起
こ
り
、
そ

こ
で
の
議
論
お
よ
び
研
究
成
果
を
踏
ま
え
て
明
治
三
〇
年
代
に
は
衣

と
裳
か
ら
な
る
着
物
と
袴
の
着
用
が
高
等
女
学
校
の
通
学
服
と
し
て

普
及
す
る（

（（
（

。
大
正
初
期
か
ら
の
服
装
改
善
運
動
を
経
て
、
高
等
女
学

校
で
は
セ
ー
ラ
ー
服
や
ジ
ャ
ン
パ
ー
ス
カ
ー
ト
を
制
服
や
標
準
服
に

制
定
し
て
い
る（

（（
（

。
同
時
期
に
は
職
業
婦
人
の
制
服
と
し
て
も
洋
服
が

登
場
す
る
。
約
三
〇
年
を
経
て
「
婦
女
服
制
の
こ
と
に
付
て
皇
后
陛

下
思
食
書
」
の
対
象
で
は
な
か
っ
た
女
性
た
ち
に
も
、
衣
と
裳
か
ら

な
る
洋
服
が
広
が
っ
た
の
で
あ
る
。
天
皇
や
皇
后
が
実
践
し
て
き
た

「
服
制
変
革
の
内
勅
」
と
「
婦
女
服
制
の
こ
と
に
付
て
皇
后
陛
下
思

食
書
」
は
、
時
間
を
か
け
な
が
ら
効
果
を
あ
げ
た
。

註（1
）　

拙
著
『
洋
服
・
散
髪
・
脱
刀
―
服
制
の
明
治
維
新
―
』
講
談
社
選

書
メ
チ
エ
、
二
〇
一
〇
年
四
月
、
同
『
明
治
国
家
の
服
制
と
華
族
』

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
、
同
『
帝
国
日
本
の
大
礼
服

―
国
家
権
威
の
表
象
―
』
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
一
六
年
九
月
。

（
2
）　

拙
稿
「
鹿
鳴
館
時
代
の
女
子
華
族
と
洋
装
化
」（『
風
俗
史
学
』
三

七
、
二
〇
〇
七
年
三
月
）、
同
「
明
治
時
代
の
高
等
女
学
校
と
服

装
論
議
―
女
子
生
徒
の
着
袴
―
」（『
大
倉
山
論
集
』
六
四
、
二
〇

一
八
年
三
月
）、
同
「
大
正
時
代
に
お
け
る
高
等
女
学
校
の
洋
装

化
―
セ
ー
ラ
ー
服
と
ジ
ャ
ン
パ
ー
ス
カ
ー
ト
の
創
出
過
程
―
」

（『
中
央
史
学
』
四
〇
、
二
〇
一
七
年
三
月
）。

（
3
）　

拙
稿
「
明
治
天
皇
の
服
制
と
天
皇
像
―
「
見
せ
る
天
皇
」
と
「
見

せ
な
い
天
皇
」
―
」（『
明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀
要
』
四
八
、
二
〇

一
一
年
一
一
月
）、
同
「
明
治
宮
殿
の
服
装
―
表
と
奥
の
二
面
性

―
」（『
悠
久
』
一
五
四
、
二
〇
一
八
年
七
月
）。

（
4
）　

拙
稿
「
日
本
近
代
服
飾
史
の
虚
像
と
実
像
」（『
日
本
家
政
学
会
服

飾
史
・
服
飾
美
学
部
会
会
報
』
五
一
、
二
〇
一
八
年
七
月
）
参
照
。

（
5
）　
『
法
令
全
書
』
明
治
三
年
、
第
八
〇
〇
号
。

（
6
）　

拙
稿
「
明
治
太
政
官
制
形
成
期
の
服
制
論
議
」（『
日
本
歴
史
』
六

九
八
、
二
〇
〇
六
年
七
月
）、
前
掲
『
明
治
国
家
の
服
制
と
華
族
』

第
一
章
参
照
。

（
7
）　

前
掲
『
洋
服
・
散
髪
・
脱
刀
』
四
一
頁
、
前
掲
『
明
治
国
家
の
服

制
と
華
族
』
五
七
頁
掲
載
の
写
真
参
照
。

（
8
）　

前
掲
『
洋
服
・
散
髪
・
脱
刀
』
第
一
章
、
前
掲
『
明
治
国
家
の
服

制
と
華
族
』
第
一
章
参
照
。

（
9
）　
『
岩
倉
公
実
記
』
下
、
皇
后
宮
職
蔵
版
、
一
九
〇
六
年
、
九
二
二
頁
。

（
10
）　

日
本
史
籍
協
会
編
『
木
戸
孝
允
日
記
』
二
、
明
治
四
年
八
月
三
日

条
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
五
年
覆
刻
版
、
八
二
頁
。

（
11
）　
「
御
勅
諭
草
案
・
服
制
改
正
ノ
件
」
明
治
四
年
九
月
四
日
（「
伊
藤

博
文
関
係
文
書
・
書
類
の
部
」
一
一
四
、
国
立
国
会
図
書
館
憲
政

資
料
室
所
蔵
）。

（
12
）　

文
官
大
礼
服
、
非
役
有
位
大
礼
服
、
小
礼
服
（
燕
尾
服
）、
皇
族

大
礼
服
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
帝
国
日
本
の
大
礼
服
』
を
参
照
さ

れ
た
い
。

（
13
）　

前
掲
『
明
治
国
家
の
服
制
と
華
族
』
一
〇
四
～
一
〇
五
頁
参
照
。
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（
14
）　
「
三
峰
日
記
」
明
治
四
年
八
月
八
日
・
九
日
条
（
宮
内
庁
書
陵
部

宮
内
公
文
書
館
所
蔵
、
識
別
番
号
三
五
三
五
八
）。

（
15
）　
『
明
治
天
皇
紀
』
二
、
明
治
四
年
八
月
一
八
日
条
、
一
二
月
一
七

日
条
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
九
年
、
五
二
七
～
五
二
八
頁
、
六

〇
七
頁
。

（
16
）　

拙
稿
「
宮
中
晩
餐
会
の
成
立
過
程
」（
松
尾
正
人
編
『
近
代
日
本

成
立
期
の
研
究
―
政
治
・
外
交
編
―
』
岩
田
書
院
、
二
〇
一
八
年

三
月
）
参
照
。

（
17
）　

松
平
慶
永
書
翰
「
中
御
門
経
之
宛
」
明
治
五
年
二
月
七
日
（『
中

御
門
家
文
書
』
上
、
早
稲
田
大
学
社
会
科
学
研
究
所
、
一
九
六
四

年
、
三
〇
五
―
三
〇
六
頁
）。

（
18
）　

明
治
神
宮
宝
物
殿
所
蔵
。

（
19
）　

前
掲
『
明
治
天
皇
紀
』
二
、
明
治
四
年
七
月
二
〇
日
条
、
明
治
五

年
四
月
二
四
日
条
、
五
〇
七
頁
、
六
七
〇
頁
。

（
20
）　
「
樹
下
範
子
談
」
大
正
一
五
年
八
月
三
日
（「
樹
下
範
子
外
談
話
筆

記
」
宮
内
庁
書
陵
部
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
、
識
別
番
号
三
七
四
八

〇
）。

（
21
）　

明
治
神
宮
宝
物
殿
所
蔵
。

（
22
）　

前
掲
『
洋
服
・
散
髪
・
脱
刀
』、『
明
治
国
家
の
服
制
と
華
族
』
第

二
章
・
第
四
章
参
照
。

（
23
）　

拙
稿
「
明
治
天
皇
と
昭
憲
皇
太
后
の
御
真
影
―
栄
典
制
度
と
し
て

の
下
賜
―
」（『
明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀
要
』
五
三
、
二
〇
一
六
年

一
一
月
）
参
照
。

（
24
）　

小
田
喜
代
治
『
東
京
紳
士
服
の
歩
み
』
東
京
紳
士
服
工
業
組
合
、

一
九
八
五
年
参
照
。

（
25
）　

柗
居
宏
枝
「
昭
憲
皇
后
の
大
礼
服
発
注
を
め
ぐ
る
対
独
外
交
」

（『
人
間
文
化
創
成
科
学
論
叢
』
一
八
、
二
〇
一
六
年
三
月
）。

（
26
）　

ト
ク
・
ベ
ル
ツ
編
、
菅
沼
竜
太
郎
訳
『
ベ
ル
ツ
の
日
記
』
上
、
明

治
三
七
年
一
月
一
日
条
、
岩
波
文
庫
、
一
九
七
九
年
、
三
五
五
頁
。

（
27
）　

前
掲
「
鹿
鳴
館
時
代
の
女
子
華
族
と
洋
装
化
」
参
照
。

（
28
）（
29
）　
『
法
令
全
書
』
明
治
一
七
年
、
宮
内
省
達
無
号
。

（
30
）　
『
官
報
』
明
治
一
七
年
太
政
官
達
第
九
一
号
、
宮
内
省
乙
第
八
号
。

（
31
）　

前
掲
「
昭
憲
皇
后
の
大
礼
服
発
注
を
め
ぐ
る
対
独
外
交
」。

（
32
）　
「
古
希
之
記
」（
元
田
竹
彦
・
海
後
宗
臣
編
『
元
田
永
孚
文
書
』
二
、

元
田
文
書
研
究
会
、
一
九
六
九
年
、
二
〇
九
頁
）。

（
33
）　
『
尾
崎
三
良
自
叙
略
伝
』
中
、
中
央
公
論
社
、
一
九
七
七
年
、
一

八
六
頁
。

（
34
）　

前
掲
「
鹿
鳴
館
時
代
の
女
子
華
族
と
洋
装
化
」
参
照
。

（
35
）　
「
宮
廷
録
事
」（『
官
報
』
明
治
一
九
年
六
月
二
九
日
）。

（
36
）　
「
吉
井
友
実
書
翰
」
明
治
一
九
年
八
月
四
日
（
伊
藤
博
文
関
係
文

書
研
究
会
編
『
伊
藤
博
文
関
係
文
書
』
八
、
柏
書
房
、
一
九
八
〇

年
、
二
〇
九
頁
）。

（
37
）　
「
伊
藤
博
文
書
翰
」
明
治
（
一
九
）
年
七
月
二
五
日
（「
香
川
敬
三

関
係
文
書
」
二
〇
八
七
六
〔
前
掲
「
昭
憲
皇
后
の
大
礼
服
発
注
を

め
ぐ
る
対
独
外
交
」
参
照
〕）。

（
38
）　
「
青
木
周
蔵
書
翰
」
明
治
（
一
九
）
年
七
月
二
七
日
（
伊
藤
博
文

関
係
文
書
研
究
会
編
『
伊
藤
博
文
関
係
文
書
』
一
、
柏
書
房
、
一

九
七
三
年
、
七
二
頁
）。

（
39
）　
「
伊
藤
博
文
書
翰
」
伊
藤
梅
子
宛
、
明
治
（
一
九
）
年
七
月
二
九

日
（
山
口
県
光
市
伊
藤
公
資
料
館
所
蔵
〔
前
掲
「
昭
憲
皇
后
の
大

礼
服
発
注
を
め
ぐ
る
対
独
外
交
」〕）。

（
40
）　
「
独
逸
へ
御
注
文
ノ
皇
后
陛
下
御
服
装
品
代
価
支
払
一
件
」
外
務

省
外
交
史
料
館
所
蔵
（
六
門
―
四
類
―
一
項
―
一
七
号
）。

（
41
）　
「
明
治
一
九
年
御
発
翰
写
」
香
川
敬
三
書
翰
、
香
川
志
保
子
宛
、
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明
治
一
九
年
一
二
月
二
八
日
（「
香
川
敬
三
関
係
文
書
」〔
前
掲

「
昭
憲
皇
后
の
大
礼
服
発
注
を
め
ぐ
る
対
独
外
交
」〕。

（
42
）　
『
明
治
天
皇
紀
』
六
、
明
治
二
〇
年
一
月
一
日
条
、
吉
川
弘
文
館
、

一
九
七
一
年
、
六
七
五
頁
。

（
43
）　

三
宮
義
胤
書
翰
、
伊
藤
博
文
宛
、
明
治
二
〇
年
一
月
一
日
（
伊
藤

博
文
関
係
文
書
研
究
会
編
『
伊
藤
博
文
関
係
文
書
』
五
、
柏
書
房
、

一
九
七
七
年
、
一
九
五
頁
）。

（
44
）　
「
婦
女
服
制
ノ
コ
ト
ニ
付
テ
皇
后
陛
下
思
食
書
」（「
井
上
馨
関
係

文
書
・
書
類
の
部
」
七
〇
七
―
七
、
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料

室
所
蔵
）。

（
45
）　
『
郵
便
報
知
新
聞
』
一
八
八
七
年
一
月
一
九
日
（
郵
便
報
知
新
聞

刊
行
会
編
『
郵
便
報
知
新
聞
』
五
九
、
柏
書
房
、
一
九
九
二
年
復

刻
版
、
七
六
頁
）、『
女
学
雑
誌
』
四
八
、
一
八
八
七
年
一
月
（『
女

学
雑
誌
』
臨
川
書
店
、
一
九
六
六
年
復
刻
版
、
一
六
〇
頁
）、
菊

池
香
鬚
『
時
勢
走
馬
燈
―
一
名
親
父
肝
潰
誌
―
』
駸
々
堂
、
一
八

八
七
年
、
四
六
～
五
一
頁
。

（
46
）�　

拙
稿
「D

ress U
p in the M

eiji Restoration: A
 Perspective 

on O
fficial D

ress

」（K
yunghee Pyun and A

ida Y
uen 

W
ong

『Fashion, Identity, and Pow
er in M

odern A
sia

』
palgrave m

acm
illan, 2018, 10

）
参
照
。

（
47
）　
「
祭
祀
奉
仕
ノ
者
ハ
祭
服
ヲ
着
シ
礼
服
参
拝
ノ
者
ハ
脱
履
坐
拝
ヲ

要
セ
ス
」（「
太
政
類
典
」
第
二
編
第
二
六
一
巻
、
国
立
公
文
書
館

所
蔵
、
二
Ａ
―
九
―
太
四
八
四
）、「
神
官
以
下
諸
祭
典
ノ
節
礼
式
」

（
同
上
）。

（
48
）　
「
石
山
基
陽
第
二
回
談
話
速
記
」
宮
内
庁
書
陵
部
宮
内
公
文
書
館

所
蔵
、
識
別
番
号
三
七
四
四
六
。

（
49
）　

同
右
、「
高
倉
寿
子
談
話
筆
記
」
宮
内
庁
書
陵
部
宮
内
公
文
書
館

所
蔵
、
識
別
番
号
三
七
四
八
九
。

（
50
）　
「
子
爵
藪
篤
麿
談
話
速
記
」
昭
和
三
年
五
月
二
二
日
（
堀
口
修
監

修
・
編
集
『「
明
治
天
皇
紀
」
談
話
記
録
集
成
』
三
、
ゆ
ま
に
書
房
、

二
〇
〇
三
年
、
一
八
頁
）、「
慈
光
寺
仲
敏
談
話
速
記
」
昭
和
二
年

二
月
二
三
日
（
同
上
、
二
五
六
頁
）、「
子
爵
斉
藤
実
談
話
速
記
」

昭
和
四
年
三
月
二
七
日
（
同
上
『「
明
治
天
皇
紀
」
談
話
記
録
集

成
』
五
、
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
三
年
、
一
四
一
頁
）、
日
野
西

資
博
『
明
治
天
皇
の
御
日
常
』
新
学
社
教
友
館
、
一
九
七
六
年
、

一
七
九
～
一
八
〇
頁
。

（
51
）　

前
掲
「
石
山
基
陽
第
二
回
談
話
速
記
」。

（
52
）　

小
川
金
男
『
宮
廷
』
日
本
出
版
共
同
株
式
会
社
、
一
九
五
一
年
、

二
七
頁
。

（
53
）　
「
官
中
奏
任
官
以
上
出
仕
ノ
節
ハ
洋
服
ヲ
着
セ
シ
ム
」（「
公
文
類

聚
」
第
九
編
第
二
巻
、
明
治
一
八
年
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
、
二

Ａ
―
一
一
―
類
二
二
七
）、「
内
閣
各
局
高
等
官
及
判
任
官
登
衙
ノ

節
必
洋
服
ヲ
着
用
セ
シ
ム
」（
同
上
、
第
一
〇
編
第
七
巻
、
明
治

一
九
年
、
二
Ａ
―
一
一
―
類
二
五
三
）。

（
54
）　

永
山
武
四
郎
書
翰
、
吉
田
清
成
宛
、
明
治
（
二
〇
）
年
三
月
一
二

日
（
京
都
大
学
文
学
部
日
本
史
研
究
室
編
『
吉
田
清
成
関
係
文
書
』

二
、
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
七
年
年
、
三
四
九
頁
）。

（
55
）　

前
掲
「
明
治
時
代
の
高
等
女
学
校
と
服
装
論
議
」。

（
56
）　

前
掲
「
大
正
時
代
に
お
け
る
高
等
女
学
校
の
洋
装
化
」。

（
日
本
大
学
商
学
部
准
教
授
）


